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各
学
校
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を

赤
井
谷
地
保
存
の
た
め
の
計
画
策
定
を

読
解
力
向
上
の
た
め
の
取
組
は

  

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
適
切
に
対
応

  

策
定
に
向
け
て
県
と
協
議
中

  

Ｎ※
エ
ヌ
ア
イ
イ
ー

Ｉ
Ｅ
や
家う

ち
ど
く読

な
ど
の
取
組
を
推
進

問　

各
小
・
中
学
校
の
修

学
旅
行
や
ア
ル
バ
ム
等
の

費
用
に
お
い
て
、
最
高
額

が
最
低
額
の
倍
以
上
に
も

な
る
も
の
が
あ
り
、
児
童

・
生
徒
数
の
減
少
の
影
響

に
よ
り
、
保
護
者
の
負
担

を
抑
え
る
こ
と
が
難
し
い

学
校
も
あ
る
の
で
は
と
考

え
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、

各
学
校
が
抱
え
る
こ
う
し

た
課
題
を
調
査
し
、
課
題

解
決
に
向
け
て
支
援
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

　

各
学
校
の
実
情
が
異

な
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

解
決
方
法
を
研
究
し
、
各

学
校
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

例
え
ば
、
遠
足
や
修
学
旅

行
を
学
校
合
同
で
行
う
な

ど
各
学
校
の
要
望
に
応
じ

た
支
援
を
す
る
こ
と
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
活

用
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ル
バ
ム
作
成
の
手
法
を
提

案
す
る
こ
と
は
可
能
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
教
員
の
仕
事
量
の

増
大
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

各
学
校
の
状
況
を
十
分
に

見
極
め
な
が
ら
、
提
案
や

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
校
長
会
等
に
お
い

て
、
各
学
校
の
修
学
旅
行

や
ア
ル
バ
ム
等
の
費
用
を

示
し
、
そ
の
差
に
つ
い
て

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
も

可
能
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

赤
井
谷
地
の
地
下
水

流
出
抑
止
の
た
め
に
、
県

営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備

事
業
赤
井
地
区
に
お
い
て

延
長
約
９
０
０
ｍ
に
わ
た

り
鋼
矢
板
を
敷
設
し
ま
し

た
が
、
地
下
水
の
流
出
は

止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
な
る
土
木
的
手
法
を
講

じ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

赤
井
谷
地
沼
野
植
物

群
落
保
存
管
理
指
導
会
議

で
は
、
緊
急
に
追
加
対
策

が
必
要
と
の
意
見
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
調

査
を
継
続
し
な
が
ら
、
湿

原
の
状
態
を
慎
重
に
観
察

し
、
対
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

問　

赤
井
谷
地
の
湿
原
回

復
の
た
め
に
、
改
正
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
く
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
を

策
定
し
、
国
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

ま
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る

認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
計
画
の
策
定

に
向
け
て
県
と
協
議
し
て

お
り
、
赤
井
谷
地
に
つ
い

て
も
、
こ
の
計
画
に
盛
り

込
む
こ
と
が
保
存
・
活
用

に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

令
和
２
年
度
予
算
編
成

方
針
と
今
後
の
財
政
運

営

問　

本
市
の
小
・
中
学
生

一
人
当
た
り
の
読
書
冊
数

を
伺
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
一
学
期
に

調
査
し
た
一
ヶ
月
の
平
均

読
書
冊
数
に
つ
い
て
は
、

小
学
１
年
生
が
11
冊
、
小

学
６
年
生
が
５
・
３
冊
、

中
学
３
年
生
が
２
冊
で
あ

り
、
平
成
30
年
度
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

問　

読
解
力
向
上
へ
の
取

組
を
伺
い
ま
す
。

　

新
聞
を
教
材
と
し
た

「
Ｎエ

ヌ
ア
イ
イ
ー

Ｉ
Ｅ
」
や
家
族
と
読

書
す
る
「
家う

ち
ど
く読
」
の
推
進
、

小
・
中
学
校
へ
の
図
書
館

支
援
員
の
配
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

で
の
問
題
文
の
分
析
や
読

解
力
の
つ
ま
づ
き
発
見
等
、

授
業
改
善
に
向
け
た
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

小
・
中
学
校
に
お
い

て
図
書
館
支
援
員
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
。

　

現
在
、
５
名
の
図
書

館
支
援
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
が
、
各
学
校
か
ら
の

配
置
要
望
が
多
く
、
十
分

な
時
間
の
確
保
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

河
東
地
区
と
中
心
市
街

地
と
の
ア
ク
セ
ス

▽�

河
東
地
区
の
交
通
安
全

の
確
保

▽
広
田
西
公
園
の
活
用

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

丸
山
　
さ
よ
子 

議
員

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

斎
藤
　
基
雄 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉
　
孝
太
郎 

議
員

� ­ � ­ � ~ � � � =

※
Ｎ
Ⅰ
Ｅ
と
は

学
校
な
ど
で
新
聞
を
教
材

と
し
て
活
用
し
、
興
味
や

関
心
の
幅
を
広
げ
る
取
組
。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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聖
火
リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
る
取
組
は

県
立
病
院
跡
地
は
公
社
が
取
得
す
べ
き

今
後
の
工
業
団
地
等
の
取
得
や
整
備
は

  

沿
道
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
を
検
討

  

地
価
高
騰
な
く
市
が
直
接
取
得
見
込
み

  

公
社
の
あ
り
方
と
並
行
し
て
調
査
研
究

問　

聖
火
リ
レ
ー
を
応
援

す
る
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
会
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
検
討
し
て
い
る
の

か
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
レ
ー
が
通
過
す
る

沿
道
で
、
市
民
団
体
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
の

実
施
や
、
周
辺
町
村
と
連

携
し
た
取
組
を
計
画
し
て

お
り
、
広
域
的
な
機
運
醸

成
を
図
り
な
が
ら
、
聖
火

リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
ラ
ン
ナ
ー
の
後
方
を

地
域
の
方
々
が
追
走
す
る

「
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
」

の
実
施
を
検
討
し
て
お
り
、

コ
ー
ス
等
の
決
定
後
に
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

く
予
定
で
す
。

問　

よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
聖
火
リ
レ
ー
に
参

画
で
き
る
取
組
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
が
運
営

に
直
接
携
わ
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、「
サ
ポ
ー
ト

ラ
ン
ナ
ー
」
へ
の
子
ど
も

た
ち
の
参
画
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
伴
う
課
題

▽
会
津
花
火

▽
今
後
の
大
型
事
業

問　

県
立
病
院
跡
地
を
購

入
す
る
考
え
の
よ
う
で
す

が
、
取
得
時
期
が
未
定
で

あ
る
な
ら
ば
、
会
津
若
松

地
方
土
地
開
発
公
社
が
先

行
取
得
す
べ
き
で
は
。

　

現
在
、
跡
地
取
得
に

つ
い
て
県
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
地

価
の
高
騰
な
ど
先
行
取
得

が
必
要
と
な
る
状
況
に
は

な
い
た
め
、
県
市
町
村
振

興
基
金
を
活
用
し
て
市
が

直
接
取
得
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

問　

今
年
度
に
公
社
か
ら

取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て
、

目
的
ど
お
り
活
用
さ
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

取
得
し
た
土
地
の
目

的
は
、
河
東
町
の
東
長
原

地
区
と
広
田
地
区
を
結
ぶ

幹
線
道
路
の
狭き

ょ
う
あ
い隘

区
間
を

問　

10
市
町
村
で
構
成
す

る
会
津
若
松
地
方
土
地
開

発
公
社
の
平
成
30
年
度
決

算
で
は
、
こ
こ
数
年
、
本

市
を
含
め
公
社
を
通
し
て

の
土
地
取
得
は
な
い
。
公

社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
認

識
を
示
せ
。

　

公
社
は
、
こ
れ
ま
で

10
市
町
村
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
き
、
土
地
の
先
行
取

得
や
工
業
団
地
造
成
事
業

等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
地
価
の
急
激

な
上
昇
が
見
ら
れ
ず
、
土

地
の
先
行
取
得
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
公
社
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
自

治
体
の
担
当
課
長
会
議
に

お
い
て
調
査
研
究
や
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
工
業
団
地
等

の
土
地
取
得
や
整
備
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

　

公
社
に
よ
る
工
業
団

地
造
成
の
用
地
取
得
や
造

成
事
業
に
つ
い
て
は
、
公

社
の
あ
り
方
の
検
討
と
並

行
し
て
調
査
研
究
も
必
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
事
業
用
地
に
つ
い

て
は
、
市
に
よ
る
取
得
を

基
本
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

補
助
金
等
の
交
付
規
則

に
明
記
さ
れ
な
い
負
担

金
の
あ
り
方

▽�

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
事
業
を
負
担
金
で

実
施
す
る
理
由

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海
　
　
基 

議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢
　
　
隆 

議
員

夢
ク
ラ
ブ

成
田
　
芳
雄 

議
員

教 育 ・ 文 化

拡
幅
す
る
た
め
で
あ
り
、

道
路
用
地
と
し
て
活
用
す

る
予
定
で
す
。

問　

取
得
し
た
用
地
は
速

や
か
に
目
的
ど
お
り
活
用

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

活
用
時
期
を
伺
い
ま
す
。

　

す
で
に
着
手
し
た
道

路
の
整
備
状
況
や
、
他
の

幹
線
道
路
と
の
優
先
順
位

等
を
踏
ま
え
、
見
定
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
の
今
後
の
展
開

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）

行  財  政
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現
在
、
市
職
員
や
施

設
管
理
者
、
地
域
住
民
の

方
々
を
対
象
と
し
た
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

避
難
所
と
な
る
べ
き

大
戸
中
学
校
に
お
い
て
、

裏
山
の
岩
の
落
下
防
止
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

　

県
に
お
い
て
擁よ

う

壁へ
き

の

設
置
等
の
対
策
事
業
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
避
難
所
と
し
て
の
安

全
確
保
が
図
ら
れ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
最
適
な
情
報
提
供
を

台
風
19
号
時
の
ダ
ム
と
水
位
の
状
況
は

避
難
が
必
要
な
世
帯
の
最
大
数
は

  

効
果
的
な
広
報
や
方
法
等
を
検
討

  

事
前
の
放
流
対
応
に
よ
り
危
険
を
回
避

  

最
大
規
模
の
降
雨
で
約
２
万
世
帯
弱

問　

台
風
19
号
の
避
難
勧

告
は
、
市
民
が
避
難
行
動

を
と
る
判
断
材
料
が
不
足

し
て
い
た
の
で
は
。

　

避
難
対
象
エ
リ
ア
等

の
情
報
提
供
に
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
効
果
的
な
広

報
に
向
け
て
、
避
難
対
象

エ
リ
ア
ご
と
の
広
報
内
容
、

方
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

問　

市
民
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
町
内
放
送
設

備
の
充
実
・
整
備
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

　

放
送
設
備
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
今
後
、
各
町

内
会
の
考
え
方
な
ど
を
把

握
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

避
難
所
の
開
設
・
運

営
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
と
の
協
働
運
営
を
前

提
と
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

問　

台
風
19
号
に
よ
る
大

雨
や
水
害
に
備
え
、
湯
川

沿
い
の
住
民
に
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
住
民

か
ら
は
、
阿
賀
川
や
湯
川
、

東
山
ダ
ム
に
つ
い
て
、
ダ

ム
の
貯
水
量
と
放
流
に
対

す
る
不
安
や
、
川
の
水
位

に
対
す
る
心
配
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
し
た
か
。

　

大
川
ダ
ム
で
は
、
過

去
最
大
の
流
入
量
、
洪
水

調
節
量
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
事
前
放
流
等
の
対
応

に
よ
り
、
ダ
ム
下
流
の
河

川
水
位
を
約
１
・
６
㍍
低

減
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た

た
め
、
緊
急
放
流
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

東
山
ダ
ム
は
放
流
量
を
人

為
的
に
操
作
で
き
な
い
自

然
調
節
方
式
の
ダ
ム
で
す

が
、
台
風
前
の
貯
水
位
が

低
か
っ
た
こ
と
や
湯
川
の

河
川
整
備
等
に
よ
り
、
河

川
の
水
位
の
大
幅
な
上
昇

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

今
後
も
大
雨
に
よ
る

水
害
は
予
想
さ
れ
ま
す
。

浸
水
想
定
１
㍍
以
上
の
地

域
に
は
垂
直
避
難
の
啓
発

も
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

大
規
模
店
舗
等
と
垂

直
避
難
に
関
す
る
災
害
時

応
援
協
定
等
を
結
び
、
避

難
環
境
を
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

河
川
の
氾
濫
や
堤
防

の
決
壊
に
対
す
る
認
識
と
、

大
規
模
な
洪
水
や
浸
水
に

よ
り
避
難
が
必
要
と
な
る

世
帯
数
の
最
大
想
定
値
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

想
定
し
得
る
最
大
規

模
の
降
雨
の
際
の
、
国
や

県
管
理
の
河
川
に
お
け
る

浸
水
想
定
区
域
図
が
公
表

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

基
に
水
害
等
の
危
険
箇
所

を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る

浸
水
想
定
が
50
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
世
帯
数
は
、

現
時
点
で
約
２
万
世
帯
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

防
災
情
報
メ
ー
ル

（
あ
い
べ
あ
）
の
登
録
人

数
や
利
用
者
数
の
推
移
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

髙
梨
　
　
浩 

議
員

創
風
あ
い
づ

横
山
　
　
淳 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部
　
　
認 

議
員

生 活 ・ 環 境

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
の

登
録
状
況
は
、
平
成
25
年

度
で
は
約
２
７
０
０
人
、

令
和
元
年
11
月
末
日
現
在

で
は
９
１
１
３
人
と
推
移

し
て
い
ま
す
。

問　

災
害
が
起
こ
り
得
る

際
の
市
職
員
配
置
の
基
準

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

事
前
配
備
体
制
で
は
、

市
民
部
、
健
康
福
祉
部
、

建
設
部
、
教
育
委
員
会
の

所
属
職
員
の
10
％
を
、
ま

た
、
警
戒
配
備
体
制
で
は
、

関
係
各
部
課
を
加
え
た
所

属
職
員
の
20
％
を
動
員
す

る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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高
齢
者
の
公
共
交
通
利
用
の
促
進
を

（
仮
称
）
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

国
が
制
度
化
す
る
前
に
接
種
の
助
成
を

  

持
続
可
能
で
効
果
的
な
あ
り
方
を
検
討

  

県
の
動
向
を
踏
ま
え
条
例
を
研
究
す
る

  

定
期
接
種
化
後
速
や
か
に
助
成
を
実
施

問　

高
齢
者
の
免
許
証
自

主
返
納
を
促
す
た
め
、
70

歳
ま
た
は
75
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
、
タ
ク
シ

ー
を
含
め
た
公
共
交
通
利

用
促
進
の
施
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　

現
在
、
外
出
が
困
難

な
方
を
対
象
に
高
齢
者
車

い
す
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
介
護
予
防
や
公

共
交
通
利
用
促
進
に
つ
な

が
る
、
持
続
可
能
で
効
果

的
な
高
齢
者
外
出
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

問　

Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
導

入
が
実
現
で
き
れ
ば
、
国

の
政
策
等
に
絡
め
た
ポ
イ

ン
ト
付
与
等
さ
ま
ざ
ま
な

本
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
へ

発
展
で
き
、
さ
ら
な
る
支

援
策
と
な
り
得
る
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

バ
ス
事
業
者
が
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
将
来
的
な
導
入

を
表
明
し
て
お
り
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
活
用
し

た
Ｍ※

マ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
と

連
携
し
た
活
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

緊
急
時
に
お
け
る
高
齢

者
を
含
め
た
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
対
応

▽�

消
費
税
増
税
に
伴
う
政

策
▽
農
業
政
策

問　

本
市
の
聴
覚
障
が
い

者
の
数
と
、
特
に
重
度
の

聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
す
る
方
の
数
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
聴
覚
障
が

い
者
を
取
り
巻
く
現
状
へ

の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
現
在
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所

持
す
る
聴
覚
障
が
い
の
方

は
７
２
６
名
で
す
。
そ
の

う
ち
２
級
以
上
の
重
度
障

が
い
の
方
は
１
３
９
名

で
、
そ
の
半
数
近
く
が
手

話
を
日
常
的
に
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
方
は
、
社
会
生
活

上
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

多
く
の
自
治
体
で
手

話
言
語
条
例
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
も

問　

令
和
２
年
10
月
よ
り

国
に
お
い
て
定
期
接
種
が

開
始
さ
れ
る
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

年
度
開
始
当
初
か
ら
定
期

接
種
化
ま
で
の
期
間
、
市

に
よ
る
助
成
を
行
う
考
え

が
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
法
で
定
期

接
種
化
さ
れ
た
の
ち
の
、

速
や
か
な
助
成
の
実
施
に

向
け
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

問　

重
篤
に
な
り
や
す
い

基
礎
疾
患
を
も
つ
乳
幼
児

に
対
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成

は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

　

現
在
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
き
、
定
期
接
種
と

さ
れ
る
高
齢
者
に
対
し
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
へ
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
国
の
方

針
に
沿
っ
て
予
防
接
種
の

適
切
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

問　

保
育
人
材
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
支
援

強
化
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

保
育
士
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
た
め
、
保

育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援

事
業
な
ど
、
国
が
実
施
し

て
い
る
支
援
制
度
の
活
用

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
市
の
収
入
向
上
策

公
明
党

奥
脇
　
康
夫 

議
員

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

原
田
　
俊
広 

議
員

み
ら
い
の
会

後
藤
　
守
江 

議
員

（
仮
称
）
手
話
言
語
条
例

を
つ
く
り
、
聴
覚
障
が
い

者
の
人
と
し
て
の
権
利
を

守
り
、
生
活
環
境
の
改
善

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

手
話
は
日
本
語
と
異

な
る
言
語
で
あ
り
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
大

事
な
「
目
で
見
る
言
語
」

で
す
。
引
き
続
き
、
手
話

通
訳
士
等
の
施
策
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
県
の
動

向
を
踏
ま
え
、
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

※
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
と
は

目
的
地
ま
で
の
最
適
な
交

通
手
段
（
鉄
道
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
等
）
を
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
一
括
し
て

検
索
・
予
約
・
決
済
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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市民との意見交換会
を開催しました！

第23回

意見交換会でいただいた主な意見等とその回答

令和元年11月11日から14日まで市内15会場におい
て23回目の市民との意見交換会を開催しました。15
会場で延べ203名にご参加いただき、さまざまなご
意見を伺うことができました。

第23回市民との意見交換会で出された意見等についていくつか紹介いたします。

台風19号時の避難場所について
問　避難所であった一箕公民館は、高齢

者の避難場所として適切であったのか。
高齢者に関しての避難場所の検討が必
要ではないか。また、エレベーターも
必要であり、今後の対応策が求められ
る。
　<事後処理結果>

　　11月21日に危機管理課に確認したと
ころ、「一箕地区については、土砂災害
が発生する可能性があったため、不安
を抱く方を対象として、一箕公民館を
自主避難所として開設し、避難勧告発
令後は、継続して避難所としました。
一箕公民館には１階もありますので、
避難をする方の特性に合った施設の活
用を図ります。」との回答がありまし
た。

９月定例会の要望的意見について
問　11月１日発行の広報議会に掲載され

ている９月定例会の報告の中で、「道路
に関する市民要望に対する計画的な事
業執行の必要性について」の要望的意
見が出されたが、どうしてなのか。
　道路における市民要望については、
平成29年度からの繰り越し分を含め平
成30年度は805件ありましたが、その
うち110件しか対応できていなかった
ことから、市民の要望に十分に応えら
れていないと考えたため、要望的意見
を出しました。

新庁舎建設について
問　新庁舎の建設場所は、現在の庁舎の

場所に決まったということで間違いな
いか。
　第７次総合計画において、現在の庁
舎を中心とする建設場所が示されてお
り、市議会に
おいて議決し
ました。建設
場所について
は変わる予定
はありません。

県立病院跡地について
問　県立病院跡地の利活用について、ど

のようになっているのか。
　平成31年４月に基本構想が策定され、
子ども子育て施設を中心とした複合施
設が検討されているところです。

防災について
問　今後、防災について、真剣に考えて

いかなければならない。まずは防災に
対する市民への啓発が重要である。
　日ごろから防災の準備は必要です。
地域によって状況が異なるので、自分
の地域の状況を把握することが重要で、
そうしたところから地域の問題、課題
を把握すべきと考えます。行政だけに
頼るのではなく、自らが準備して行動
することが求められています。



�21 あいづわかまつ広報議会　 2 ．2 ．1

イノシシ対策について
問　くくり罠を仕掛ける方を、中山

間地各集落に１名ずつ配置できる
よう増員をお願いしたい。
　<事後処理結果>

　　11月25日に農林課に確認したと
ころ、「平成30年度における湊・大
戸地区の罠を仕掛ける一般隊員に
ついて、地区ごとに従来の２名か
ら５名まで増員し、体制強化を図
った結果、平成30年度のイノシシ
の有害捕獲数15頭に対し、令和元
年度は９月末現在で、33頭の捕獲
実績となっています。今後は、地
区区長と協議を行い、さらなる体
制の強化に向け
て検討していき
ま す。」 と の 回
答がありました。

防犯灯のＬＥＤ化について
問　居合団地からヨークベニマル一箕町店までの旧

道（市道一箕３－97号線）の防犯灯をすべてＬＥ
Ｄにしてほしい。
　<事後処理結果>

　　11月20日に現場を確認し、同日道路維持課に確
認したところ、「本市の公設防犯灯は約300灯あり、
灯具の故障等があったものからＬＥＤ灯への交換
を行い、現在約80灯がＬＥＤ灯になりました。市道一箕３－97号線の現状は、全10
灯のうち４灯がＬＥＤ灯となっており、今後、故障等があったものからＬＥＤ灯へ
交換していきます。」との回答がありました。

大塚山墓園の道路について
問　大塚山墓園内の車道が狭い。歩道部分が二重となって

いるため、車道側の歩道の一部を車道へと編入してほしい。
　<事後処理結果>

　　11月20日に現場を確認しました。大塚山墓園内の車道
は狭く、交通量も多くありました。
　同日、道路維持課に確認したところ、「本道路は墓地
公園として整備されたものが、市道に移管されたものであるため、現状のようにな
っています。墓地内の道路なので慎重に検討していきます。」との回答がありまし
た。

火の見櫓
やぐら

について
問　火の見櫓を撤去する予定はどのようにな

っているのか。
　<事後処理結果>

　　11月13日に危機管理課に確認したところ、
「火の見櫓については、本来の役割が終了
し老朽化も進んでいることから、順次撤去
していきます。」との回答がありました。

　　【参考】
　・�平成29年１月に建設部と火の見櫓の現状

を確認し、Ａ～Ｃでランク付け実施
　・�平成30年10月に建設部とＢランクの火の

見櫓を中心に再度現状確認
　※平成29年１月時点（合計42カ所）
　　〇Ａ（良好）17カ所
　　〇Ｂ（使用可能）22カ所
　　〇Ｃ（すぐに解体が必要）３カ所
　・�すでにＣの３カ所とＢの１カ所について

は解体済み
　・�令和元年度にＢの４カ所解体予定
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意見交換会でいただいた主な意見等とその回答

簡易水道について
問　湊の３地区にある簡易水道につ

いて、市への移管予定はどのよう
になっているのか。
　<事後処理結果>

　　11月12日に健康増進課に確認し
たところ、「湊の３地区の民間簡
易水道については、平成30年度に
現状調査を実施し、その調査結果
を基に整備計画案を策定していま
す。令和２年度には地区との協議
を行っていく予定です。」との回
答がありました。

桜の木の剪定について
問　西七日町児童館の横にある桜の木が成長

し、車両通行の妨げとなっているため、剪
定してほしい。
　<事後処理結果>
　11月15日に現場確認後、
花と緑の課に確認したとこ
ろ、「早急に対応します」
との回答を得ました。
　なお、花と緑の課より、
12月２日に対応が完了した
ことの報告がありました。

～意見交換会報告書の閲覧ができます～
市議会ホームページ、議会事務局、各地区公民館、コミュ

ニティセンター等において各地区の意見交換会報告書を閲覧
することができますので、ぜひご覧ください。

会場アンケートの結果について
第23回市民との意見交換会の開催会場でアンケートを実施しました。
いただいた意見については今後の開催に向けて参考とさせていただきます。

問　�本日の地区別テーマは良かったですか。今後、どのようなテーマを取り上げて
ほしいですか。

問　�意見交換会の進め方は良かったですか。改善点はありますか。

【回答】
・初めての参加でしたが、とても良かった。
・今後も暮らしに関する問題を取り上げてほしい。
・テーマは良かったが、細部にわたった議論ができなかったため残念であった。
・広いテーマであったため、もっと絞ってほしい。
・若い人を対象とした意見交換会が必要である。
・議員と意見交換できるのは、とても有意義である。続けてほしい。

【回答】
・同じ人からの意見が多かった。参加者みんなが意見を言えるようにしてほしい。
・主婦の参加が少ない理由は、時間的な問題があると思う。
・もっと気軽に多くの人が参加できるととてもよいと思う。
・質問に対し的確に答えてもらい、理解しやすかった。
・質疑応答方式でよいと思う。
・司会をはじめ、運営方法も大変良かった。

主な意見を掲載しています。

意見交換会報告書
が閲覧できるホー
ムページはこちら⇒
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編
集
後
記

編
集
後
記

本
市
議
会
で
は
、
令
和
元

年
12
月
か
ら
新
た
な
取
組
と

し
て
、
Ｆ
Ｍ
放
送
を
活
用
し

た
広
報
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
市
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

�

内
海　
　

基

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

２
月

　

27
日
（
木
）

　
　

招
集
日
・
本
会
議

３
月

　

２
日
（
月
）

　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

３
日
（
火
）

　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
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４
日
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本
会
議
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般
質
問
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本
会
議
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総
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総
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最
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※
な
お
、日
程
は
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更
に
な
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場
合
が
あ
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ま
す
。
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検
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４
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協
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２
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４
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３
分
科
会

15
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
１
分
科
会

18
日
●
各
派
代
表
者
会
議

10
月

11
月

12
月

議
会
の
動
き

25
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

26
日
●
文
教
厚
生
委
員
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
２
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４
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４
分
科
会

５
日
●
12
月
定
例
会
（
20
日
ま
で
）
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営
委
員
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会
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政
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２
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月
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エ
フ
エ
ム
会
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を
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し
て
、

月
１
回
、
広
報
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を
行
っ

て
い
ま
す
。
２
月
の
放
送
予

定
は
25
日
（
火
）
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１
時
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分
か
ら
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日
午
後
６
時
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分
か
ら
で
す
。

▼�

点
字
版
広
報
議
会
、
声
の
広

報
議
会
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
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あいづわくわく学園の皆さんが
市議会を傍聴しました！

　12月10日（火）の市議会定例会では、あ
いづわくわく学園のカリキュラムの一環とし
て、多くの学園の皆さんが傍聴されました。
　初めて議会を傍聴する方が多く、興味深げ
に傍聴されていました。

　本市議会の定例会は、年４回（２月、６
月、９月、12月）開かれます。
　本会議は午前10時に、各委員会は午前９
時30分に開会されます。
　次回の２月定例会の日程は23㌻に掲載し
たとおりです。入退場も自由にできますので、
お気軽にお越しください。
　なお、20名以上の団体で傍聴を希望する
場合は、事前に議会事務局までご連絡くださ
い。

【議会事務局：TEL39-1323】

市議会の傍聴においでください

国会や県議会は傍
聴したことがありま
すが、議員について
はあまり良い印象を
持っていませんでし
た。本日初めて市議

会の一般質問を傍聴したところ、議員が
よく考え、私たちの目線に立って質問を
しており、非常に感心しました。

また、市側の答弁についても具体的に
回答しており、市民ファーストで議会を
運営していると感じました。

議場については、重厚感があり歴史を
感じるところではありますが、もっと明
るい雰囲気にしてほしいと思いました。

齋藤 俊藏さん

私も初めて市議会
を傍聴しました。も
ともと市議会議員に
対しては選挙の時に
気にかける程度で、
どのようなことをし

ているのかあまり分かりませんでした。
本日、市議会議員の質問を聞いたところ、
私が知らないところでよく調べ、一生懸
命頑張っていることが分かりました。

市側の答弁については無難な答えであ
り、もどかしさを感じました。もっとス
ピード感を持って事業を進めていただき
たいと思いました。

私はまちづくりに関して興味があるた
め、今後も議題によってはまた傍聴に来
たいと思います。

齋藤 ヒロ子さん

本会議を傍聴した感想を伺いました


